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平
成
14
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

討
論
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

■
平
成
14
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反
対
討
論

賛
成
討
論

市税　50.3％ 
126億3,419万円 
市税　50.3％ 
126億3,419万円 

諸収入　8.1％ 
20億2,694万5千円 

国庫支出金　6.5％  
16億3,795万1千円 

市債　14.5％  
36億5,170万円 

地方消費税交付金　2.6％  
6億5,950万9千円 

繰入金　3.9％  
9億8,809万8千円 

繰越金　3.0％  
7億4,998万7千円 

地方交付税　3.9％  
9億8,552万9千円 

県支出金　2.2％  
5億5,272万1千円 

その他　5.0％  
12億2,792万3千円 

平成14年度八潮市一般会計歳入歳出決算の概要 

歳　出 
245億7,092万2千円 

歳　出 
245億7,092万2千円 

土木費　25.1％ 
61億5,869万1千円 
土木費　25.1％ 
61億5,869万1千円 

民生費　18.6％ 
45億8,038万8千円 

総務費　10.5％ 
25億8,193万円 

消防費　3.6％ 
8億8,405万5千円 

議会費　1.1％ 
2億7,130万1千円 

公債費　12.3％ 
30億1,821万1千円 

教育費　13.3％ 
32億6,095万6千円 

諸支出金　7.2％  
17億6,394万9千円 

衛生費　6.5％  
15億8,945万円 

その他　1.8％  
4億6,199万円1千円 

歳　入 
251億1,455万3千円 

歳　入 
251億1,455万3千円 

「
平
成
14
年
度
八
潮
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
い
た
し
ま
す
。

歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
が
当
初

予
算
に
対
し
て
大
幅
減
、
さ
ら
に
、

個
人
市
民
税
の
不
能
欠
損
額
は
、
対

前
年
度
比
47
％
増
な
ど
今
の
日
本
経

済
の
景
気
悪
化
を
、
物
語
っ
て
い
ま

す
。歳

出
で
は
、
年
度
途
中
に
契
約
等

で
不
要
に
な
っ
た
額
を
意
識
的
に
減

額
措
置
に
し
た
こ
と
な
ど
一
定
の
評

価
は
し
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の

有
効
利
用
と
言
う
こ
と
か
ら
、
更
な

る
改
善
を
求
め
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
ま
ち
づ
く
り
財
団

へ
の
補
助
金
の
不
用
額
約
１
８
０
０

万
円
を
年
度
途
中
で
も
補
正
減
を
す

べ
き
で
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
周
辺

整
備
事
業
が
前
年
度
に
つ
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
凍
結
す
べ
き
で
す
。

そ
の
他
、
精
神
障
害
の
事
務
移
譲
の

市
民
へ
の
周
知
が
不
徹
底
、
基
幹
型

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、「
平
成
14
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
」
反
対
い
た
し
ま
す
。

わ
が
国
の
犯
罪
情
勢
は
、
平
成
13

年
全
国
で
発
生
し
た
刑
法
犯
は
２
７

６
万
５
千
６
１
２
件
と
戦
後
最
高
を

記
録
し
、
過
去
10
年
間
で
約
１
０
０

万
件
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
と
り

わ
け
刑
法
犯
の
９
割
近
く
を
占
め
る

窃
盗
犯
の
増
加
が
著
し
い
。
ま
た
、

過
去
10
年
間
で
路
上
窃
盗
及
び
ひ
っ

た
く
り
の
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
４
・
５

倍
、
３
・
６
倍
に
増
加
す
る
な
ど
、

路
上
犯
罪
の
大
幅
な
増
加
が
目
立
っ

て
い
る
。
ま
た
、
来
日
外
国
人
に
よ

る
凶
悪
犯
や
組
織
的
窃
盗
事
件
が
増

加
し
、
全
国
へ
の
拡
散
化
傾
向
が
う

か
が
わ
れ
る
と
と
も
に
、
少
年
非
行

の
凶
悪
化
、
粗
暴
化
が
進
み
、
ひ
っ

た
く
り
の
総
検
挙
数
に
占
め
る
少
年

の
割
合
は
７
割
を
超
え
る
な
ど
、
少

年
非
行
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

治
安
の
維
持
は
、
国
民
に
と
っ
て

最
大
の
社
会
福
祉
で
あ
る
。
最
早
、

犯
罪
が
凶
悪
化
、
多
様
化
、
国
際
化

す
る
今
日
の
危
機
的
状
況
を
放
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
政
府
は
、
治
安
の
回
復

を
め
ざ
し
、
内
閣
が
一
体
と
な
っ
て

下
記
の
諸
対
策
を
速
や
か
に
実
施
す

る
よ
う
強
く
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

記

１．

来
日
外
国
人
及
び
暴
力
団
等
に

よ
る
組
織
犯
罪
対
策
へ
の
取
組
み

を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
。
銃
器

を
使
用
し
た
凶
悪
犯
罪
や
薬
物
組

織
犯
罪
へ
の
対
策
も
強
化
す
る
こ

と
。

２．

警
察
官
を
増
員
し
、
人
口
に
比

し
て
警
察
官
の
少
な
い
地
域
へ
重

点
配
分
す
る
と
と
も
に
、
警
察
官

Ｏ
Ｂ
等
の
活
用
や
交
通
警
察
の
一

部
民
間
化
に
よ
り
交
番
・
駐
在
所

の
整
備
充
実
を
期
す
こ
と
。

３．

警
備
業
者
等
を
活
用
し
地
域
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
た
り
、
防

犯
効
果
の
大
き
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
形
成
に
つ
い
て
の
国

民
の
意
識
啓
発
を
進
め
る
こ
と
。

４．

留
置
場
・
拘
置
所
な
ど
治
安
関

係
施
設
の
整
備
拡
充
を
図
る
こ

と
。

５．

犯
罪
防
止
の
立
場
か
ら
毅
然
た

る
入
国
管
理
体
制
を
確
立
す
る

と
。

６．

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の

推
進
と
あ
わ
せ
、
軽
微
な
少
年
犯

罪
の
放
置
が
犯
罪
の
増
発
・
凶
悪

化
に
発
展
す
る
傾
向
性
を
重
視

し
、
少
年
非
行
防
止
、
薬
物
乱
用

防
止
対
策
、
暴
走
族
対
策
等
を
強

化
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
15
年
９
月
25
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

医
療
が
進
歩
し
て
い
く
中
で
、
各

臓
器
の
癌
を
は
じ
め
、
多
く
の
疾
病

に
対
す
る
治
療
法
が
確
立
さ
れ
多
く

の
患
者
が
救
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
血
液
の
癌
で
あ
る
白
血
病
や
、

再
生
不
良
性
貧
血
、
先
天
性
免
疫
不

全
症
に
対
す
る
治
療
法
は
唯
一
骨
髄

移
植
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
国
の
主
導
の
下
で
公
的
な
骨
髄
バ

ン
ク
が
発
足
し
た
。
そ
れ
以
後
11
年

が
経
過
し
た
現
在
で
は
、
非
血
縁
者

間
の
骨
髄
移
植
は
一
般
的
な
治
療
法

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
17
万
を
超
え
る
登
録
者

に
支
え
ら
れ
て
い
る
骨
髄
バ
ン
ク
を

通
じ
て
多
く
の
患
者
に
ド
ナ
ー
が
見

つ
か
っ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
も
、

骨
髄
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
骨
髄
移
植

に
発
生
す
る
仲
介
費
用
は
、
い
ま
だ

医
療
保
険
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

患
者
に
と
っ
て
過
重
な
経
済
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
患
者
の
経

済
負
担
を
解
消
し
、
患
者
と
そ
の
家

族
が
闘
病
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整

え
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
一
人
で

も
多
く
救
う
た
め
に
、
骨
髄
バ
ン
ク

を
介
し
て
骨
髄
移
植
を
受
け
る
と
き

に
患
者
が
負
担
し
て
い
る
患
者
確
認

検
査
料
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
開
始
料
、

ド
ナ
ー
確
認
検
査
料
、
ド
ナ
ー
確
認

検
査
手
数
料
、
最
終
同
意
等
調
整
料

及
び
骨
髄
液
や
さ
い
帯
血
並
び
に
骨

髄
提
供
調
整
料
に
医
療
保
険
を
適
用

す
る
よ
う
、
こ
こ
に
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
15
年
９
月
25
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

本
市
の
平
成
14
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
額
を
見
ま
す
と
、
歳
入

に
お
い
て
は
、
市
税
等
の
確
保
が
極

め
て
厳
し
い
環
境
の
中
、
前
年
度
比

０
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
減
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
納
付
の
啓
発
と
納
付
の

環
境
の
整
備
に
努
め
、
更
な
る
財
源

の
確
保
に
当
た
ら
れ
る
こ
と
を
要
望

い
た
し
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、「
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
」
関
連
事
業
及
び
南
部

地
区
関
係
で
は
、
土
木
工
事
も
順
調

に
進
み
、
平
成
17
年
開
業
に
向
け
て
、

事
業
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
福
祉
関
係
で
は
、

乳
児
医
療
費
の
支
給
対
象
者
の
拡
大
、

「
第
２
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備
な
ど
少
子

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

他
の
事
業
に
お
い
て
も
財
政
状
況

の
厳
し
い
中
、
市
民
要
望
の
充
実
が

図
ら
れ
、
適
切
な
予
算
執
行
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
平
成
14
年
度

八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
」
賛
成
い
た
し
ま
す
。

犯
罪
防
止
の
た
め
の
治

安
対
策
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書

骨
髄
バ
ン
ク
利
用
に
か
か
る

患
者
負
担
金
へ
の
医
療
保
険

適
用
を
求
め
る
意
見
書


